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学
生
た
ち
は
ハ
レ
大
学
の

歴
史
哲
学
社
会
科
学
部
政
治

学
日
本
学
科
の
学
生
会
（
代

表
∥
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
ル

ー
ベ
さ
ん
）
の
１０
人
。
グ
ル

ー
ベ
さ
ん
ら
は
、
３
月
１１
日

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
地
の
状
況
、
専
修
大
学
と

石
巻
専
修
大
学
（
宮
城
県
石

巻
市
・
坂
田
隆
学
長
、
専
修

大
学
と
同
法
人
）
の
被
災
学

生
に
心
を
痛
め
「
力
に
な
り

た
い
」
と
教
授
陣
の
助
け
を

得
て
、
４
月
５
日
か
ら
７
日

ま
で
と
同
１３
日
の
合
計
４
日

間
、
ケ
ー
キ
や
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
作
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
販
売
し
た
。ケ

ー
キ
は
、
カ

ッ
プ
ケ
ー
キ
や
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
入

り
、
果
物
入
り
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
風
味

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

被
災
地
を
記
し
た

日
本
地
図
、
被
害

状
況
の
写
真
を
掲

示
す
る
な
ど
で
盛

り
上
げ
た
。

６
月
６
日
、
ハ

レ
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
で
グ
ル
ー
ベ
さ

ん
ら
学
生
１０
人
、

ゲ
ジ
ー
ネ
・
フ
ォ

リ
ア
ン
テ
ィ
・
ヨ

ス
ト
・
ハ
レ
大
学

副
学
長
（
政
治
学
日
本
学
科

教
授
）
、
在
外
研
究
で
ハ
レ

大
学
に
滞
在
中
の
嶋
根
克
己

専
修
大
学
人
間
科
学
部
教
授

が
出
席
の
も
と
、
贈
呈
式
が

行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
ベ
さ
ん
は
「
こ
の

寄
付
が
日
本
の
皆
様
方
の
復

興
の
強
い
助
け
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
記
さ

れ
た
目
録
を
嶋
根
教
授
に
贈

り
、
さ
ら
に「
少
額
で
す
が
、

少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
、
被
災
地
で

の
一
日
も
早
い
復
興
を
日
本

語
で
呼
び
か
け
た
。

日
髙
義
博
学
校
法
人
専
修

大
学
理
事
長
・
専
修
大
学
長

の
「
ハ
レ
大
学
の
学
生
の
皆

様
が
、
被
災
し
た
学
生
の
支

援
の
た
め
に
募
金
活
動
を
さ

れ
た
こ
と
に
感
動
し
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
支
援
金
は
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、
嶋
根
教
授
が
読
み
上
げ

た
。ハ

レ
大
学
と
専
修
大
学
は

１
９
９
５
年
１１
月
に
国
際
交

流
協
定
を
締
結
。
以
来
、
専

修
大
学
か
ら
は
長
期
交
換
留

学
生
と
し
て
１２
人
、
夏
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
短
期
留

学
）
に
２
０
１
０
年
ま
で
に

８９
人
（
今
夏
は
１３
人
を
派
遣

予
定
）
、
ハ
レ
大
学
か
ら
は

特
別
聴
講
生
と
し
て
４８
人
が

専
修
大
学
に
留
学
。

０５
年
に
は
、
国
際
交
流
事

務
課
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
生
と
し
て
、
元
特
別
聴

講
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

活
発
な
交
流
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

専
修
大
学
の
東
日
本
大
震
災
の
支
援
金
募
集
に
、
海
外
か
ら
も
善
意
の

寄
付
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る
ド
イ
ツ
の

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
（
以
下
ハ
レ
大

学
）
で
は
、学
生
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、独
自
の
募
金
活
動
を
展
開
、
１
０

５
０
ユ
ー
ロ（
約
１５
万
７
５
０
０
円
）が
寄
せ
ら
れ
た
。

※
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
∥
ド
イ
ツ
語
圏
で

は
最
古
の
大
学
の
１
つ
。
１
６
９
４
年
、
４
つ
の
学
科
か
ら
開
講
。
法
学
部
、

経
済
学
部
、
文
学
部
を
は
じ
め
１８
学
部
・
学
科
を
擁
す
る
。
学
生
数
約
１
万
８

０
０
０
人
。
ハ
レ
市
は
、
古
く
か
ら
の
大
学
町
、
作
曲
家
ヘ
ン
デ
ル
の
生
誕
の

地
と
し
て
知
ら
れ
る
。 第

５３
回
「
育
友
会
支
部
懇
談
会
」
「
修
学
支
援
相
談
会
」日
程
…
…
…
…
…
…
…
❷

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
協
力
講
座
／
ラ
ト
ビ
ア
大
使
が
講
演
…
…
…
…
❹

専
大
生
２
人
含
む
日
本
が
準
優
勝

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
・
ダ
ン
ス
部
門
…
…
…
❺

就
職
特
集
｜
「
希
望
の
就
職
」
を
か
な
え
る
た
め
に
／
就
職
懇
談
会

／
４
年
次
生
体
験
記
／
２
０
１
１
年
３
月
卒
業
者
就
職
状
況
…
…
…
…
❼
～
❿

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
／
育
友
会
定
期
総
会
…
…
…
…
…
…
…


第
４３
回
北
鳳
祭
／
春
期
父
母
懇
談
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…


ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の

福
冨
忠
和
教
授
と
藤
原
正
仁
講

師
の
研
究
室
が
、
ワ
ン
セ
グ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
「
か
わ

さ
き
ワ
ン
セ
グ
」
を
始
め
る
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
基
地
局
を

置
き
、
両
研
究
室
の
３
年
次
生

が
中
心
に
な
っ
て
取
材
、
番
組

の
制
作
も
行
う
。
大
学
が

独
自
で
ワ
ン
セ
グ
放
送
を

す
る
の
は
珍
し
く
、
関
東

で
は
初
め
て
の
試
み
。

コ
ン
テ
ン
ツ
は
催
事
の

情
報
や
、
講
義
・
学
事
情

報
な
ど
で
、
９
月
か
ら
連

日
放
送
を
目
指
す
。
災
害

発
生
時
に
は
緊
急
情
報
の

発
信
も
行
う
。

３
年
次
生
の
青
木
拓
也

さ
ん
は
「
商
店
の
紹
介
な

ど
、
地
域
と
連
携
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
た
い
。『
か

わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
』
が
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
い
い
」
と

意
気
込
む
。

ワ
ン
セ
グ
は
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
規
格
の
一
つ
で
、
携
帯
電

話
な
ど
で
映
像
を
受
信
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。
テ
レ
ビ
番
組
の
視

聴
も
可
能
。
災
害
時
で
も
情
報

発
信
能
力
が
高
い
。

福
冨
教
授
は
「
ワ
ン
セ
グ

は
、
災
害
時
情
報
、
地
域
情
報

と
し
て
威
力
を
発
揮
す
る
。
地

域
の
活
性
化
と
共
に
学
生
の
技

術
や
知
識
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
」
と
語
る
。

同
研
究
室
で
は
２
０
０
９
年

か
ら
ワ
ン
セ
グ
に
よ
る
学
生
の

映
像
の
配
信
を
行
っ
て
き
た

が
、
近
距
離
で
し
か
受
信
で
き

な
か
っ
た
。

本
年
４
月
、
福
冨
教
授
の
提

案
に
よ
り
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
が
総
務
省
か
ら
ホ
ワ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
特
区
の
認
可
を
受
け

た
た
め
、
高
出
力
の
電
波
が
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
近
隣
の
明
治
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、
多
摩
区
役
所

と
も
連
携
し
て
移
動
局
を
設

置
、
周
辺
の
住
民

も
視
聴
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
地
元

メ
デ
ィ
ア
と
の
連

携
も
可
能
だ
。

８
月
２８
日
、
多

摩
川
河
川
敷
で
開

催
さ
れ
る
川
崎
市

の
防
災
訓
練
で

は
、
川
崎
エ
フ
エ

ム
と
連
携
、
中
継

局
を
担
う
。

専
修
大
学
、
石
巻
専
修
大

学
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
た
受

験
生
に
対
し
、
新
た
な
入
試

制
度
と
し
て
「
被
災
者
支
援

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
学
試
験
」

を
実
施
す
る
。
合
格
者
に
４

年
間
の
授
業
料
お
よ
び
施
設

費
相
当
額
を
免
除
す
る
。

両
大
学
と
も
全
学
部
・
全

学
科
で
実
施
、
募
集
人
員
は

専
修
大
学
が
２６
人
程
度
（
一

部
２０
人
、
二
部
６
人
）
、
石

巻
専
修
大
学
は
１０
人
程
度
。

志
望
理
由
書
や
小
論
文
、
面

接
な
ど
か
ら
総
合
的
に
評
価

し
、
合
否
判
定
を
行
う
。

出
願
期
間
は
２
０
１
１
年

１０
月
１１
日
（
火
）
～
同
１４
日

（
金
）
消
印
有
効
。
合
格
発

表
は
同
１２
月
３
日（
土
）の
予

定
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

専
修
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
▽
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
☎
０３
（
３
２
６

５
）
６
６
７
７
▽
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
☎
０４４
（
９１１
）
０
７
９

４石
巻
専
修
大
学
入
学
試
験
係

☎
０
２
２
５
（
２２
）
７
７
１

７

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
の
た
め
、
多
く
の
事

業
所
や
家
庭
に
お
い
て
、

節
電
が
取
り
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
本
学
に
お
い
て

も
、
各
設
備
を
停
止
あ
る

い
は
制
限
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
節
電
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
夏

の
東
京
電
力
管
内
に
お
け

る
電
力
供
給
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
昨
年
ピ
ー
ク

時
の
電
力
使
用
量
の
１５
％

を
削
減
す
べ
く
、
節
電
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。な

お
各
種
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

お
わ
び

６
月
号
１
面

「
石
巻
専
修
大

学
で
入
学
式
」
の
記
事
で
、

宣
誓
を
述
べ
る
「
石
井
俊
好

さ
ん
」
は「
五
井
俊
好
さ
ん
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

▲ 手作りケーキやサン

ドイッチを販売

福
冨
忠
和
研
究
室（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
）

生田キャンパスから 「かわさきワンセグ」放送

「１日も早い復興を！」

▲ 福冨忠和ネットワーク情報学部教授

地域活性化に一役

日
本
学
科
の
学
生
１０
人

手
作
り
ケ
ー
キ
な
ど
販
売

▲ 見事なケーキ

独の協定校 から支援金

▲ 右から２人目が青木拓也

さん（福冨研究室で）

マルティン・ルター大学
ハレ・ヴィッテンベルク

▲ ハレ大学の日本学科の学生たち（右端がグルーベさん）と目録を手にする

嶋根教授（中央左）とハレ大学のフォリアンティ・ヨスト副学長（中央右）

被
災
者
支
援
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
学
試
験

４
年
間
授
業
料
・
施
設
費
を
免
除

専
修
大
学

石
巻
専
修
大
学

夏夏
のの
節節
電電
対対
策策
のの
実実
施施
にに
つつ
いい
てて
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